
　“得する街のゼミナール”略して「まちゼミ」は、平成１５年に愛知県岡崎市で

初めて開催され、現在では全国約４００の地域、県内では甲府市や甲州市でも開

催されている。韮崎市商工会では、商店街等の店舗利用者が減少傾向にある中、

消費者に地元店舗の存在と特徴を知っていただくとともに、店主や従業員が参

加者とのコミュニケーションを通して地域住民との信頼関係を築く機会とな

ることを期待している。

　第２回目となる今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を施したうえ

で、オンライン講座を含め１６店舗が２１講座を開催することになった。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　     （詳細記事は１０ページに記載）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で頑張る経営者の
皆様を応援していきます

一人ひとりの経営力の向上をバックアップします一人ひとりの経営力の向上をバックアップします一人ひとりの経営力の向上をバックアップします

back up
参加者にはアンケートに回
答いただき、意見は次回以
降に反映する

「プロが教えるまゆ毛の
描き方講座」ユザワ薬品

「まち歩き＆お店巡り観光ツアー講座」
前に参加者の体温チェック

「バレンタインデーに贈るチョコシフォ
ン講座」の様子。望月摩理お菓子教室

「まち歩き＆お店巡り観
光ツアー講座」の様子

「あなたの魅力を１分間で伝える自己紹
介練習講座」韮崎アラミスサロン BY
ニューウェルでの感染予防対策の様子
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会員の購読料は会費に
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商工会法施行６０周年記念式典

　　商工会法施行６０周年記念表彰

　　受賞者名簿

　　各種共済のお知らせ

モデル工場認定／

（独）情報処理推進機構からのお知らせ

商工会TOPICS

山梨労働局・ハローワークからのお知らせ

ＧｏＴｏＥａｔキャンペーン山梨　期間延長

商工会なう　韮崎市商工会

しあわせ調査員のクチコミ情報
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県や市町村のコロナ関連の制度融資を利用することで、
保証料の全額補助や利子補給が受けらます。
※売上高の減少率などにより、補助や補給が受けられない場合があります。

山梨県信用保証協会
フリーダイヤル 0120-970-260

コロナウイルス感染症により影響を受けている　中小企業・小規模事業者の皆さま

山梨を支える企業とともに

山梨県信用保証協会は、地域の金融機関と協力し
ながら、事業者の皆さまの資金繰り支援に努めて
おります。
詳しくは、当協会 または お近くの金融機関までお問合せください。
また、当協会のホームページでも詳細を確認することができます。

国の特別な保証制度をご利用下さい。

Homepage Facebook

　

１
月
14
日
、
昭
和
町
ア
ピ
オ
に
て
県
連
、
県

内
商
工
会
が
主
催
の
商
工
会
法
施
行
60
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
参
加
者
を
限
定

し
規
模
を
縮
小
、
万
全
な
感
染
防
止
対
策
を
施

し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

来
賓
、
商
工
会
関
係
者
ら
７
０
余
名
が
出
席

す
る
中
、
地
域
の
商
工
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
の
功
績
を
称
え
、
関
東
経
済
産
業
局
局

長
表
彰
の
授
与
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

中
村
県
連
会
長
は
、
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
の
基
礎
を
築
か
れ
た

多
く
の
方
々
と
当
日
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん
の

功
績
に
対
し
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　

続
け
て
商
工
会
が
こ
れ
ま
で
中
小
・
小
規

模
事
業
者
と
共
に
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
き
た
こ
と
に
ふ
れ
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
商
工
会
の
支
援
力
を
発
揮
し
会
員
事

業
所
の
皆
さ
ん
と
共
に
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
を
力
強
く
語
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
に
制
定
さ
れ
た
「
小
規
模

基
本
法
」
に

よ
り
商
工
会

は
、
よ
り
一

層
、
中

小
・

小

規

模

事

業
者
に
寄
り

添
っ
た
伴
走

型

支

援

を

行
い
、
次
の

十

年

も

全

力
を
尽
く
し

て
い
く
と
の

言

葉

で

挨

拶
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
長
崎
幸
太
郎
県
知
事
、
桜
本

広
樹
県
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
戴
き
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
商
工
会
組
織
へ
の
御
礼
と
期
待
の

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

表
彰
式
典
で
は
、
商
工
会
の
運
営
に
尽
力
さ

れ
た
功
労
者
の
皆
さ
ん
（
受
賞
者
は
３
面
、
４

面
に
掲
載
）
の
代
表
者
に
対
し
、
関
東
経
済
産

業
局
長
、
山
梨
県
知
事
、
県
連
会
長
よ
り
表
彰

状
並
び
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
モ

デ
ル
工
場
認
定
事
業
所
に
認
定
之
証
が
贈
ら

れ
た
。（
７
面
参
照
）

　

当
初
、
記
念
講
演
を
予
定
し
て
い
た
参
議
院

議
員
で
全
国
商
工
会
連
合
会
顧
問
の
宮
本
周

司
先
生
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
活
動
に
携
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
方
々
の
努
力
に
対
し
感
謝
と
敬
意
の
意

が
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
を

抱
え
る
事
業
者
に
向
け
、
国
政
の
立
場
か
ら
国

の
施
策
と
し
て
「
出
来
る
こ
と
は
全
て
や
る
」

の
想
い
の
も
と
、
取
り
組
ん
で
い
く
旨
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
ス
テ
ー
ジ
上
に
て
、
華
や
か

な
箏
曲
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
新
春
の
始
ま
り

に
華
を
添
え
た
。

６０周年の挨拶をする中村県連会長

代表の方々へ表彰状の授与 山口会長（道志村）による被表彰者代表謝辞 感染予防を実施した会場内

祝辞を述べられる長崎知事

60
周
年
の
節
目
に
商
工
業
発
展
へ
の
功
労
者
を
称
え
る

　
　感
染
防
止
対
策
の
も
と
、
商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催
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栄
え
の
受
賞
者
の
皆
様

▽
優
良
商
工
会

道
志
村
商
工
会

▽
役
員
功
労
者

清
水
保
（
甲
斐
市
）、
山
口
力
（
道
志
村
）

▽
優
良
青
年
部

北
杜
市
商
工
会
、甲
斐
市
商
工
会

▽
優
良
女
性
部

道
志
村
商
工
会
、小
菅
村
商
工
会

▽
女
性
部
功
労
者

平
塚
明
美
（
甲
州
市
）

▽
役
員
功
労
者

奥
井
和
也
、
雨
宮
孝
、
河
野
勝
惠
、
山
縣
勉
（
山
梨
市
）、

天
野
太
文
、
増
倉
勝
広
、
城
田
弘
一
、
和
田
好
光
、
天
野

博
宇
、
服
部
雅
仁
、
志
村
久
雄
（
大
月
市
）、
岩
下
和
彦
、

上
野
政
巳
、一
木
長
博
、
小
野
曜
、
西
野
賢
一
、
齋
藤
嗣

樹
、
内
藤
篤
、
佐
々
木
弘
勇
、
野
田
紳
一（
韮
崎
市
）、
野

田
清
紀
、
金
子
実
、
長
谷
川
正
一
郎
、
清
水
実
（
南
ア
ル

プ
ス
市
）、三
井
一
公
、清
水
廣
、渡
邊
陽
一
、萩
原
英
二
、

佐
野
政
利
、
千
野
秀
一（
北
杜
市
）、
清
水
保
、
若
月
英

子
、
大
森
功
、
相
原
忠
次
（
甲
斐
市
）、
小
林
行
夫
、
雨
宮

達
己
、渡
辺
吉
治
、風
間
孟
一
、古
屋
始
芳
、畑
谷
忠
（
笛

吹
市
）、
富
田
裕
久
、
小
笠
原
俊
将
（
上
野
原
市
）、
名
取

俊
近
、
窪
田
達
夫
、
鶴
田
晃
（
甲
州
市
）、
望
月
一
誠
、
米

山
久
志
、
望
月
敏
彦
、
保
坂
雅
美
、
望
月
千
昭
（
早
川

町
）、
赤
池
朗
、
佐
野
文
秀
、
望
月
貞
彦
、
望
月
幸
久
、
小

林
節
男
、
山
田
稔
（
身
延
町
）、
池
田
修
一
、
芦
川
政
弘

（
南
部
町
）、
依
田
忠
、
神
田
雅
也
、
中
澤
英
史
、
仙
洞
田

貢
、
和
田
康
、
井
上
憲
治
、
小
澤
誠
（
富
士
川
町
）、
在
原

倶
根
、小
林
利
雄
、渡
辺
文
美
、関
野
博
樹
、渡
辺
昭
夫
、

大
石
秀
世
、
宮
下
一
広
、
半
田
幸
久
、
高
田
稔
、
堀
内
信

人
（
河
口
湖
）

▽
青
年
部
功
労
者

永
関
英
文
（
北
杜
市
）、
前
島
郁
夫
（
笛
吹
市
）、
竹
井
健

一（
甲
州
市
）

▽
女
性
部
功
労
者

小
川
勝
代
（
甲
州
市
）、
望
月
京
子
（
市
川
三
郷
町
）、
眞

保
昭
子
（
南
部
町
）、
大
木
花
子
（
富
士
川
町
）、
北
爪
房

子
（
昭
和
町
）、
鶴
田
み
さ
子
（
西
桂
町
）、
守
屋
多
賀
子

（
丹
波
山
村
）

▽
優
良
職
員

平
山
光
一
郎
、
宮
下
め
ぐ
み
（
都
留
市
）、
丸
山
桂
子
（
山

梨
市
）、塩
谷
幸
恵
、梅
澤
久
美
子
、仙
洞
田
ま
り
子
（
南

ア
ル
プ
ス
市
）、広
瀬
八
華
、秋
山
富
代
、小
泉
早
織
（
北

杜
市
）、
内
田
真
由
美
、
笠
井
裕
子
、
坂
倉
良
子
（
笛
吹

市
）、
青
栁
裕
美
（
中
央
市
）、
望
月
信
幸
（
身
延
町
）、
植

松
克
年
、
深
澤
え
み
子
（
富
士
川
町
）、
後
藤
裕
子
（
河

口
湖
）、
円
城
寺
正
経
、
小
野
秀
二
郎
、
中
田
美
秀
、
佐

野
佳
代
（
県
商
工
会
連
合
会
）

▽
役
員
功
労
者

小
俣
政
英
、
谷
内
正
義
、
長
田
茂
夫
、
並
木
茂
、
小
俣
哲

夫
、
天
野
昭
一
、
野
武
健
一
、
中
野
清
征
、
志
村
邦
治
、
箕

田
啓
造
、
園
田
善
明
（
都
留
市
）、
渡
辺
博
仁
、
山
下
剛
、

小
田
切
宣
幸
、
村
松
仁
司
、
土
屋
真
、
中
村
岳
仁
、
齊
間

昭
仁
、
手
塚
明
仁
、
堀
内
実
（
山
梨
市
）、
小
林
且
宣
、
正

木
藤
仁
、渡
邉
庸
子
、山
本
光
夫
、藤
本
和
男
、杉
本
茂
、

佐
藤
る
り
子
、
井
上
春
代
、
天
野
篤
哉
、
天
野
和
彦
、
金

森
正
浩
（
大
月
市
）、
三
枝
美
紀
、
秋
山
勉
、
細
田
芳
文
、

浅
川
貴
、岩
下
高
明
、山
寺
英
一
郎（
韮
崎
市
）、櫻
本
進
、

塩
谷
一
郎
、
笹
本
卓
治
、
中
島
克
弘
、
米
山
正
仁
、
川
崎

浩
、
小
野
仁
士
、
斉
藤
金
治
、
新
津
尚
、
市
川
和
男
、
大

木
政
秋
、
入
倉
隆
夫
、
名
取
茂
、
田
中
昇
（
南
ア
ル
プ
ス

市
）、
浅
川
正
一
、
櫻
井
彰
一
、
安
藤
哲
治
、
小
島
久
、
小

泉
徹
、進
藤
太
裕
、三
井
和
雄
、保
坂
洋
、高
橋
利
喜
男
、

㓛
刀
孝
次
郎
、
内
藤
喜
昭
（
北
杜
市
）、功
刀
千
斗
夫
、

齋
藤
一
三
、
渡
邉
慎
助
、
小
田
切
孝
訓
、
小
林
晴
名
、
鶴

田
健
蔵
、
向
山
正
人
、
石
原
正
夫
、
立
澤
眞
一
、
松
本
栄

一
、
水
上
信
哉
、
三
村
一
郎
、
松
本
み
ゆ
き
、
有
泉
弘
、
内

田
長
久
、
小
林
輝
男
、
北
原
大
助
（
甲
斐
市
）、
大
久
保

俊
雄
、山
下
安
廣
、向
山
秀
男
、阿
部
信
喜
、相
川
正
行
、

山
下
勲
、
矢
﨑
正
雄
（
笛
吹
市
）、
関
戸
將
夫
、
鈴
木
雄

幸
、
加
藤
欽
弥
、
鈴
木
誠
一
、一
ノ
宮
富
男
、
降
矢
敏
男
、

守
屋
武
、佐
藤
喜
夫
、原
田
英
二
、安
留
貞
治
、佐
藤
智
、

佐
藤
ひ
で
子
、
山
本
雅
志
（
上
野
原
市
）、
佐
野
久
、
岸

本
孝
明
、山
下
義
仁
、芦
沢
友
久
、矢
崎
浩
、中
村
浩
二
、

廣
瀬
幸
司
、
中
村
雅
量
、
内
田
和
彦
、
平
塚
明
美
、
坂
本

士
郎
（
甲
州
市
）、
赤
池
政
樹
、
小
笠
原
春
文
、
柳
本
吉

彦
、
田
中
久
、
河
西
通
友
、
野
中
博
文
、
松
村
利
彦
、
石

原
正
樹
、深
沢
博
生
、大
沼
孝
雄
、大
沼
伸
、小
沢
春
生
、

有
田
ま
ゆ
み
（
中
央
市
）、
石
部
萬
史
、
市
川
朝
嗣
、
有

泉
希
、
齊
木
智
徳
、
齊
木
克
司
、一
瀬
勝
一
、
岸
本
克
彦
、

秋
山
伸
司
、川
口
重
雄
、丹
澤
孝
、太
田
光
、青
木
志
保
、

上
田
陽
一
郎
、
丹
澤
浩
（
市
川
三
郷
町
）、
深
沢
守
、
望
月

二
郎
、
早
川
正
治
（
早
川
町
）、
山
本
晴
敏
、
阿
久
津
行

廣
、
望
月
良
廣
、
佐
野
政
人
、
藤
田
俊
朗
、
石
部
久
壽
、

藤
田
米
次
、
笠
井
雅
樹
、
佐
野
慈
一
、
進
藤
英
樹
、
川
村

修
（
身
延
町
）、
佐
野
茂
文
、
佐
野
浩
道
、
澤
田
秀
美
、
木

内
頼
明
、
佐
野
公
郎
、
久
保
田
泰
、
望
月
可
友
、
渡
辺
修

二
、
望
月
英
人
、
秋
山
武
彦
（
南
部
町
）、
深
澤
孝
（
富
士

川
町
）、
山
口
か
お
る（
道
志
村
）、
渡
邉
淳
（
西
桂
町
）、

長
田
敏
貴
、
後
藤
照
義
（
南
都
留
中
部
）、
白
壁
喜
昭
、

宮
下
明
壽
、
小
佐
野
洋
司
、
渡
辺
毅
、
井
出
隆
、
三
浦
美

信
、
山
中
三
雄
、
渡
辺
恒
久
、
流
石
市
朗
（
河
口
湖
）、
藤

木
忠
廣
、木
下
満
、古
菅
立
身
、古
屋
亨
弥
、舩
木
喜
康
、

古
菅
正
直
、
守
重
久
一
、
古
家
静
男
（
小
菅
村
）、
白
木

孝
郎
、
河
村
義
信
、
芦
澤
敦
生
、
橋
詰
昭
人
、
今
井
ま
さ

子
、
酒
井
隆
幸
、
岡
部
直
也
、
吉
野
は
や
と
、
河
村
鈴
子

（
丹
波
山
村
）

▽
青
年
部
功
労
者

井
上
貴
文
、
細
田
浩
一（
都
留
市
）、石
原
正
男
、小
林
正

樹
（
山
梨
市
）、
花
田
美
秀
、
三
木
雄
太
（
大
月
市
）、
廣

島
隆
司
、
鈴
木
英
和
（
韮
崎
市
）、小
林
孝
一（
南
ア
ル
プ

ス
市
）、㓛
刀
孝
次
郎
、
佐
々
木
衛
（
北
杜
市
）、
北
原
大

助
（
甲
斐
市
）、
島
津
庄
一
郎
（
笛
吹
市
）、
原
田
厚
（
上

野
原
市
）、
雨
宮
一
樹
、
廣
瀬
秀
仁
（
甲
州
市
）、
小
笠
原

総
一（
中
央
市
）、
笠
井
鈴
治
、
村
松
和
彦
（
市
川
三
郷

町
）、中
村
仁
（
身
延
町
）、遠
藤
洋
佳
、望
月
健
太
郎
（
南

部
町
）、
高
橋
祐
樹
、
中
澤
良
太
（
富
士
川
町
）、
篠
原
広

樹
、
斉
藤
隆
典
（
昭
和
町
）、
加
藤
源
正
、
杉
本
正
人
（
道

志
村
）、三
枝
治
男
、川
村
武
史
（
西
桂
町
）、宮
下
正
（
河

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
所
属
商
工
会
名
）

関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

山

梨

県

知

事

表

彰

山
梨
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
表
彰

商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！

高齢者活躍人材確保育成事業
甲府市飯田三丁目３番 28号スカイハイツ１階
TEL（055）228-8383　FAX（055）228-8389公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会

高齢者にふさわしい臨時的、短期的、軽易な仕事を家庭・企業・
公共団体等から引き受け、会員に提供する公益法人です。
※詳しくは山梨県シルバー人材センター連合会までお問い合わせ
ください。

商工会会員のみなさまご連絡をお待ちしております！！
◎シルバー人材センターとは…

庭木の剪定、草刈り、屋内外清掃、家事援助、障子・ふすま
の張替え　等

◎こんなお仕事をしています

（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）
（公社）

☎０５５－２２２－９４８８
☎０５５４－２２－２９００
☎０５５３－３２－４１１０
☎０５５５－２２－９２４１
☎０５５１－２５－６３００
☎０５５６－２２－８７０１
☎０５５－２７９－６６２６
☎０５５－２８２－６６３３
☎０５５－２２５－６７０３

甲府市シルバー人材センター
東部広域シルバー人材センター
東山梨地区広域シルバー人材センター
富士五湖広域シルバー人材センター
峡北広域シルバー人材センター
峡南広域シルバー人材センター
峡中広域シルバー人材センター
南アルプス市シルバー人材センター
笛吹市シルバー人材センター
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山
梨
県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状

口
湖
）、
舩
木
穣
（
小
菅
村
）

▽
女
性
部
功
労
者

嶋
田
英
子
（
大
月
市
）、
高
石
榮
子
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、

雨
宮
千
鶴
子
（
笛
吹
市
）、
佐
藤
ひ
で
子
（
上
野
原
市
）、

有
田
ま
ゆ
み（
中
央
市
）、一
ノ
瀬
恵
子（
市
川
三
郷
町
）、

佐
藤
義
恵
、
鈴
木
保
子
（
身
延
町
）、
遠
藤
洋
子
（
南
部

町
）、井
上
廣
子（
富
士
川
町
）、島
田
ひ
ろ
み（
昭
和
町
）、

古
家
芳
美
（
小
菅
村
）

▽
優
良
職
員

岩
村
仁
美
（
都
留
市
）、
橋
本
瑞
穂
、
加
藤
浩
巳
（
山
梨

市
）、
廣
瀬
博
子
、
西
村
美
奈
子
（
笛
吹
市
）、
河
﨑
七
生

美
、小
坂
加
代
子
（
甲
州
市
）、深
澤
か
え
で（
中
央
市
）、

大
村
明
子
（
身
延
町
）、
大
村
千
春
（
南
部
町
）、
小
俣
慶

子
（
小
菅
村
）、
雨
宮
千
秋
（
県
商
工
会
連
合
会
）

◇
伴
走
型
支
援
優
良
職
員

▽
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
申
請
数
上
位

　河

﨑
稔
（
山
梨
市
）、
向
山
繁
樹
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
関
口

哲
人
（
北
杜
市
）、依
田
弘
治
（
甲
州
市
）、小
俣
輝
義
（
小

菅
村
・
丹
波
山
村
）、小
野
秀
二
郎
（
県
商
工
会
連
合
会
）

▽
会
員
福
祉
共
済
「
生
命
保
障
」
獲
得
数
上
位

浅
川
光
子
（
韮
崎
市
）、
小
松
辰
恵
、
梅
澤
久
美
子
、
和

田
圭
子
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
廣
瀬
博
子
（
笛
吹
市
）、
志

村
幸
子
（
上
野
原
市
）

◇
組
織
強
化
優
良
商
工
会

▽
新
規
会
員
獲
得
数
上
位

北
杜
市
商
工
会
、甲
斐
市
商
工
会
、昭
和
町
商
工
会

▽
新
規
会
員
獲
得
率
上
位

甲
斐
市
商
工
会
、昭
和
町
商
工
会
、
丹
波
山
村
商
工
会

▽
自
己
財
源
比
率
上
位

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、
甲
斐
市
商
工
会
、
河
口
湖
商

工
会

◇
共
済
制
度
優
良
商
工
会

▽
商
工
貯
蓄
共
済
優
良
商
工
会

早
川
町
商
工
会

▽
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
優
良
商
工
会

大
月
市
商
工
会
、
南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、
早
川
町
商

工
会

▽
特
定
退
職
金
共
済
優
良
商
工
会

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、
市
川
三
郷
町
商
工
会
、
早
川

町
商
工
会

▽
か
い
じ
共
済
優
良
商
工
会

大
月
市
商
工
会
、
北
杜
市
商
工
会
、
南
部
町
商
工
会

▽
自
動
車
共
済
優
良
商
工
会

早
川
町
商
工
会
、小
菅
村
商
工
会
、
丹
波
山
村
商
工
会

▽
商
工
貯
蓄
共
済
大
口
加
入
事
業
所

奥
秋
健
次
、
共
立
機
械
、
佐
藤
鋳
造
、
志
村
一
樹
、

フ
ァ
イ
ブ
・
ス
リ
ー
清
掃
、
吉
澤
要
（
都
留
市
）、
津

野
茂
貴
（
山
梨
市
）、
石
井
工
業
、
小
俣
製
作
所
、
シ

ラ
ト
リ
、
奈
良
製
作
所
、
日
本
道
路
建
装
（
大
月
市
）、

内
藤
、
茂
呂
製
作
所
（
韮
崎
市
）、
エ
コ
・
フ
カ
サ
ワ
、

エ
ム
エ
ル
、
櫻
本
広
樹
、
ジ
ッ
ト
、
白
根
運
送
、
新
和

運
輸
、
戸
栗
鉄
構
電
設
、
中
澤
、
長
谷
川
醸
造
（
南
ア

ル
プ
ス
市
）、
北
原
兵
庫
、
輿
水
土
建
、
清
水
製
作
所
、

中
村
博
男
、
ほ
く
と
夢
ポ
ケ
ッ
ト
、
桝
田
屋
、
山
形

屋
重
工
（
北
杜
市
）、
小
笠
原
電
気
工
業
、
川
口
和
儀
、

た
け
ま
る
、
中
村
己
喜
雄
（
甲
斐
市
）、
甲
斐
テ
ッ
ク

（
笛
吹
市
）、
プ
リ
モ
、
八
木
製
作
所
（
上
野
原
市
）、

邦
文
堂
、
丸
富
（
市
川
三
郷
町
）、
西
山
温
泉
慶
雲
館
、

長
谷
川
美
代
子
、
保
坂
健
、
望
月
利
子
（
早
川
町
）、

エ
ー
・
ア
イ
・
エ
ー
ブ
ラ
ス
ト
、
山
梨
ガ
ー
デ
ン
（
富

士
川
町
）、
北
條
重
量
工
事
（
昭
和
町
）、
富
士
サ
ン

ス
イ
（
西
桂
町
）、
ア
ト
ラ
ス
測
量
、
河
口
湖
梱
包
流

通
、
河
口
湖
ホ
テ
ル
、
協
和
生
コ
ン
、
湖
南
堂
工
務

店
（
河
口
湖
）

▽
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
大
口
加
入
事
業
所

Ｏ
Ｍ
Ｔ
、
富
士
新
幸
、
富
士
新
幸
九
州
（
都
留
市
）、

富
士
工
業
（
山
梨
市
）、宝
家
（
大
月
市
）、青
柳
興
業
、

ア
ル
プ
ス
事
務
機
、
ア
ル
プ
ス
警
備
保
障
、
エ
コ
・

フ
カ
サ
ワ
、
白
根
運
送
、
シ
ラ
ネ
化
成
、
清
月
、
松
田
、

丸
総
、
八
田
製
作
所
、W

o
n
d
e
rfu

l L
ife

（
南
ア

ル
プ
ス
市
）、
浅
川
運
輸
土
建
（
北
杜
市
）、
タ
イ
ヤ

館
竜
王
（
甲
斐
市
）、
雨
宮
自
動
車
興
業
、
板
垣
昭
重
、

御
坂
農
園
、
ワ
カ
バ
（
笛
吹
市
）、
市
川
リ
ー
ス
、
堀

内
祐
雄
（
上
野
原
市
）、
保
坂
建
設
（
早
川
町
）、
テ
ク

ニ
カ
ル
ス
チ
ー
ル
（
富
士
川
町
）、
北
條
重
量
工
事

（
昭
和
町
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
富
士
（
河
口
湖
）

▽
特
定
退
職
金
共
済
大
口
加
入
事
業
所

都
留
市
テ
レ
ビ
利
用
者
組
合
、
中
村
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
都
留
市
）、大
月
陸
送
、小
林
電
機
（
大
月
市
）、

昭
和
産
業
、
砂
畑
建
材
、
韮
崎
環
境
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス
（
韮
崎
市
）、
サ
ー
ク
ル
、
白
根
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
利
果
園
、
湯
澤
工
業
（
南
ア
ル
プ

ス
市
）、
八
ヶ
岳
名
水
会
、
山
口
工
務
店
（
北
杜
市
）、

内
藤
製
作
所
、
疾
測
量
（
甲
斐
市
）、
小
山
電
気
（
笛

吹
市
）、
小
林
製
作
所
、
村
田
製
作
所
（
甲
州
市
）、
金

丸
組
（
中
央
市
）、
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
依
田
、
Ｋ
Ｓ
Ｇ
、

日
雄
会
高
橋
医
院
（
市
川
三
郷
町
）、
南
ア
ル
プ
ス
ふ

る
さ
と
活
性
化
財
団
（
早
川
町
）、
青
鹿
林
業
、
せ
い

し
ん
（
身
延
町
）、
富
沢
工
業
（
南
部
町
）、
三
和
商
会

（
富
士
川
町
）、
昭
栄
精
機
（
昭
和
町
）、
エ
ー
・
ピ
ー
・

エ
ス
、
追
坂
観
光
、
河
口
湖
梱
包
流
通
、
タ
カ
ヤ
マ

造
園
（
河
口
湖
）

▽
か
い
じ
共
済
大
口
加
入
事
業
所

平
井
鉄
骨
（
都
留
市
）、
根
津
自
動
車
工
業
、
富
士
商

工
（
山
梨
市
）、
シ
ラ
ト
リ
、
日
本
道
路
建
装
（
大
月

市
）、
山
本
勝
男
（
韮
崎
市
）、
峡
西
シ
ー
エ
ー
テ
ー

ブ
イ
、
三
階
屋
、
新
和
運
輸
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
エ

ム
エ
ム
テ
イ
、
小
池
組
、
山
形
屋
重
工
（
北
杜
市
）、

工
藝
舎
、
マ
オ
ン
（
甲
斐
市
）、
カ
ル
ク
、
コ
ー
エ
ー

（
中
央
市
）、
熊
谷
組
（
身
延
町
）、
県
南
運
輸
（
南
部

町
）、
大
池
ホ
テ
ル
、
エ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ス
、
ル
フ
ラ

ン
（
河
口
湖
）

▽
自
動
車
共
済
大
口
加
入
事
業
所

牛
田
土
木
建
設
、
プ
ロ
テ
ク
ト
Ｊ
、
文
化
シ
ャ
ッ

タ
ー
山
梨
販
売
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
都
留
市
）、
あ
さ
ひ
、

鶴
田
看
板
塗
装
店
、
鶴
田
正
也
、
広
瀬
武
彦
、
松
井

裕
紀
（
山
梨
市
）、
天
野
和
彦
、
公
正
屋
、
ス
ギ
モ
ト

石
油
（
大
月
市
）、
公
鉄
、
サ
イ
ト
ー
冷
熱
、
昭
和
産

業
（
韮
崎
市
）、
ウ
ィ
ル
ピ
ー
ス
、
小
林
一
二
三
、
佐

野
政
仁
、
高
石
石
材
店
、
ま
た
明
日
（
南
ア
ル
プ
ス

市
）、
浅
川
誠
、
有
賀
岳
雄
、
内
田
盛
和
堂
、
大
久
保

豊
、
峡
北
建
設
、
峡
北
工
業
、
清
里
建
設
、
輿
水
土
建
、

坂
本
建
設
、
清
水
写
真
店
、
白
倉
今
朝
美
、
大
喜
建

設
、
白
州
産
業
、
半
田
電
工
、
ヒ
ラ
シ
マ
、
藤
原
保
、

宮
沢
工
務
店
（
北
杜
市
）、
大
下
耕
一
、
太
陽
設
計
、

ツ
ル
タ
、
深
澤
電
工
（
甲
斐
市
）、
う
か
い
商
事
、
き

こ
り
、
北
井
登
、
鈴
木
靖
彦
、
せ
ん
た
く
ク
ラ
ブ
、
山

梨
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
御
坂
農
園
、
ミ
ナ
モ
ト
精
工
、

矢
崎
良
彦
（
笛
吹
市
）、
久
島
均
、
細
田
電
設
（
上
野

原
市
）、
秋
山
設
備
、
サ
ン
テ
ッ
ク
（
甲
州
市
）、
長
田

功
（
中
央
市
）、邦
文
堂
、丸
山
正
文
（
市
川
三
郷
町
）、

白
根
館
、
早
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
望
月
雪
江
（
早

川
町
）、
富
士
建
設
所
（
身
延
町
）、
大
村
一
仁
、
森
田

忠
（
南
部
町
）、
ケ
ア
リ
ン
ク
、
サ
ン
セ
ー
商
会
（
昭

和
町
）、
三
枝
治
男
（
西
桂
町
）、
中
村
創
建
（
河
口

湖
）、
木
下
造
林
（
小
菅
村
）、
山
梨
県
信
用
保
証
協

会
（
県
商
工
会
連
合
会
）
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　「かいじ共済」の令和元年度の保険期間（令和元年10
月１日から令和 2年９月30日まで）の利益配当金が確定
いたしました。
　この利益配当金は 12月18日にご契約者様の掛金引落
口座に振り込みました。

　利益配当金　  保険料1円あたり37.5707%

〈本年度の実績〉

１　純保険料  21,994,995円

２　お支払いした保険金等
　　死亡保険金 4件 2,400,000円
　　災害保険金 0件 0円
　　高度障害保険金 1件 300,000円
　　災害入院給付金 15件 964,800円
　　ガン入院一時金 17件 860,000円
　　　　6大生活習慣病入院一時金 8件 160,000円
　※災害通院見舞金 18件 235,000円
　※病気入院見舞金 45件 430,000円
　※結婚祝金 15件 150,000円
　※出産祝金 37件 370,000円

　　　合　　　計 160件 5,869,800円
※見舞金及び祝金は、山梨県商工会連合会独自の給付金制度です。

① 75歳６ヶ月までの方がご加入できます。

② 一年毎に収支決算を行い剰余金が生じた場合、契
約者配当金としてお返しします。

③ 独自の給付制度として、病気入院・災害通院見舞金、
　 結婚・出産祝金をお支払いします。

④ 会社または事業主が、役員または従業員のために
負担する掛金は、全額損金または必要経費に算入
できます。その掛金は、役員または従業員の所得
税の対象にもなりません。

令和元年度

かいじ共済 利益配当金のおしらせ

かいじ共済は、山梨県
商工会連合会とアク
サ生命保険㈱が共同
開発した独自の共済
制度です。

制度の特色
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今
日
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
機
器
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
社
会
の
隅
々
ま
で
普
及
す

る
一
方
で
、
標
的
型
攻
撃
を
含
む
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
よ
る
情
報
漏
え
い
被
害
も
少
な
か
ら

ず
起
き
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
企
業
は
、
自
社
だ
け
で
な
く
顧
客
や
取
引

先
に
も
重
大
な
損
害
を
与
え
、
社
会
的
信
用

を
失
う
恐
れ
す
ら
も
あ
り
ま
す
。
中
小
企
業

の
皆
様
に
と
っ
て
も
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
は
喫
緊
の
課
題
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
と
は
い
え
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
、
何
か
ら
手
を
付
け
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
。」

 

そ
ん
な
皆
様
、ま
ず
は｢SECU

RITY A
CTION

｣

自
己
宣
言
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

　

ま
ず
は
お
手
軽
な
「SE

C
U
R
IT
Y
 A
C
T
IO
N

」

自
己
宣
言
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
ご
自
身
が

取
り
組
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
外
部
に
ア

ピ
ー
ル
い
た
だ
く
こ
と
で
、
顧
客
か
ら
の
評

価
及
び
信
頼
性
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

宣
言
の
実
施
手
順
は「SECU

RIT
Y
 A
CT
IO
N

」

で
検
索
し
て
出
る
公
式

サ
イ
ト
ま
た
は
下
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
詳
細
を

チ
ェ
ッ
ク
！

　

商
工
会
連
合
会
は
、
㈱
ミ
ク
ニ
（
上
野
原

市
）
と
フ
ジ
コ
ン
㈱
山
梨
事
業
所
（
西
桂
町
）

を
商
工
会
法
施
行
60
周
年
記
念
表
彰
に
合
わ

せ
モ
デ
ル
工
場
に
認
定
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
7
年
か
ら
実
施
さ
れ

県
内
商
工
会
地
区
の
工
場
を
対
象
に
、
経
営

管
理
、
品
質
管
理
等
が
総
合
的
に
良
好
と
認

め
ら
れ
た
企
業
を
「
モ
デ
ル
工
場
」
と
し
て

認
定
す
る
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
41
社
を

認
定
し
て
い
る
。

　

審
査
項
目
は
経
営
基
本
、
労
務
、
財
務
、

生
産
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
研
究
開
発
・
技

術
力
、
企
業
の
社
会
的
責
任
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
、
各
商
工
会
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家
で
構
成
さ

れ
る
審
査
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な
書
類
審

査
、
現
地
審
査
等
を
経
て
認
定
さ
れ
る
。

　

今
回
認
定
を
受
け
た
㈱
ミ
ク
ニ
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
数
値
制
御
（C

N
C

）
旋
盤
な
ど

を
用
い
て
、H

D
D
/F
D
B

更
新
通
信
各
パ
ー

ツ
等
の
金
属
精
密
加
工
を
手
掛
け
る
。
独
自

の
加
工
手
法
を
開
発
し
、
旋
盤
を
用
い
て
ス

テ
ン
レ
ス
な
ど
の
金
属
棒
に
対
し
直
径
の

100
倍
の
長
さ
ま
で
ド
リ
ル
穴
開
け
可
能
と
し

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
へ
の
挑
戦
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
フ
ジ
コ
ン
㈱
山
梨
事
業
所
は
、
コ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
自
己
宣
言
で
！

地
域
の
優
良
事
業
所
を
モ
デ
ル
工
場
に
認
定

（独）
情
報
処
理
推
進
機
構

　
　
　
　か
ら
の
お
知
ら
せ

60
周
年
記
念
表
彰

ネ
ク
タ
端
子
や
端
子
台
な
ど
電
子
中
継
部
品

の
専
業
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、P

B
T

材
で
の

端
子
台
や
海
外
規
格
（U

L

）の
取
得
は
業
界

初
で
あ
る
。
新
製
品
開
発
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
特
許
登
録
件
数
22
件
、
意
匠

登
録
件
数
34
件
の
登
録
実
績
が
あ
る
。「
100
年

企
業
」
を
旗
印
に
掲
げ
、
社
員
主
体
の
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
企
業
を
目
指
し
、
社
員
に
よ
る
７

つ
の
改
善
委
員
会
運
営
や
健
康
経
営
へ
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

両
社
と
も
60
周
年
記
念
表
彰
に
ふ
さ
わ
し

く
今
後
の
事
業
展
開
を
し
っ
か
り
見
据
え
た

経
営
姿
勢
が
高
評
価
と
な
り
認
定
と
な
っ
た
。

《 フジコン株式会社山梨事業所 》
住所　南都留郡西桂町下暮地588－1
電話　０５５５－２５－３１８１

《 株式会社ミクニ》
住所　上野原市上野原8154－45
電話　０５５４－６２－５４２１

両社には認定之証が贈られた　左：フジコン㈱山梨事業所 / 大島氏　右：㈱ミクニ / 石井氏

団体割引 ２０％ ！
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〜
話
題
の
テ
ー
マ
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
で
提
供
、

企
業
に
応
じ
た
課
題
解
決
を
支
援
〜

〜
商
工
会
の
支
援
を
受
け
コ
ロ
ナ
禍
で
も

新
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
〜

甲
斐
市
商
工
会

大
月
市
商
工
会

　

甲
斐
市
商
工
会
で
は
本
年
度
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
に
あ
っ
て
も
、
が
ん
ば
る
企
業
を

応
援
す
る
た
め
に
「
３
密
」
を
避
け
た
Ｗ

Ｅ
Ｂ
講
座
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
ス
タ
イ

ル
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
」
を
実
施
し
て
い

る
。

　

本
事
業
は
「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
動
画
の
活
用
」「
就
業
規
則
」「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
」
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
必
要
と
思
わ
れ
る
課
題
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
で
基
礎
知
識
の
習

得
を
支
援
し
た
後
、
商
工
会
職
員
が
企
業

毎
、
具
体
的
な
課
題
を
聞
き
取
り
、
専
門

家
に
よ
る
個
別
支
援
に
繋
げ
て
い
る
。　

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
に
変
更
し
た
こ
と
で
感
染

対
策
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
環
境
が

あ
れ
ば
、
受
講
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
自

宅
や
職
場
か
ら
で
も
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
で

き
る
事
も
好
評
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
創
業
と
い
う
形
で
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
検
討
し
て
い
る
方
や
創
業
し
て

間
も
な
い
方
を
応
援
す
る
「
甲
斐
市
創
業

塾
」
で
も
「
創
業
塾
に
申
込
み
た
い
け
ど

予
定
が
合
わ
な
い
」
と
の
声
を
受
け
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
の
受
講
ス
タ
イ
ル
に
対
応
、
創
業

に
向
け
た
心
構
え
や
基
礎
知
識
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

商
工
会
T
O
P
I
C
S

 

各
商
工
会
の
元
気
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す

解
説
し
て
い
る
。

　

受
講
後
に
は
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど

の
専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
、
創

業
に
あ
た
っ
て
の
諸
課
題
の
解
決
や
創

業
計
画
の
完
成
を
目
指
す
事
で
、
創
業
の

夢
の
実
現
を
支
援
し
て
い
る
。

キッチンカー内部

キッチンカー外観

　

大
月
市
商
工
会
で
は
、
経
営
発
達
支
援

事
業
に
基
づ
く
伴
走
型
事
業
に
よ
り
各
事

業
所
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
多
角
化
並
び
に
経
営
資
源
活

用
の
両
面
で
頑
張
っ
て
い
る
事
業
所
を
紹

介
し
ま
す
。

　

自
動
車
鈑
金
業
を
行
う
㈱
や
お
き
は
、

少
子
化
や
自
動
車
の
安
全
性
能
向
上
に
伴

う
鈑
金
受
注
の
減
少
を
捉
え
、
重
曹
を
高

圧
ノ
ズ
ル
で
建
物
外
壁
や
橋
脚
の
汚
れ
や

落
書
き
を
研
磨
剥
離
す
る
「
エ
コ
ロ
ビ
ー

ム
」
を
開
発
し
多
く
の
受
注
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
経
営
資
源

を
活
か
し
た
取
り
組
み
と
し
て
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
「
オ
ク
タ
ゴ
ン
ス

タ
イ
ル
」（
個
性
）、
軽
ト
ラ
ッ
ク
用
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
「
ラ
ン
プ
ス
」（
多

様
性
）
の
販
売
を
行
っ
て
き
た
。

　

昨
年
よ
り
、
こ
れ
ら
を
見
た
飲
食
業
者

等
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
店
利
用
の
減
少

対
応
と
し
て
移
動
販
売
、
デ
リ
バ
リ
ー
販

売
を
行
い
た
い
の
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
製

造
が
出
来
な
い
か
と
の
相
談
か
ら
受
注
を

は
じ
め
た
。
お
客
様
の
要
望
に
よ
り
「
車

両
サ
イ
ズ
」「
厨
房
設
備
の
設
置
」
を
行
っ

て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
食
店
の
対
応
と
し
て

検
討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

頑
張
っ
て
い
る
事
業
所
で
す
の
で
皆
さ

ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先　

㈱
や
お
き

大
月
市
大
月
町
花

咲
五
五
七

電
話 

０
５
５
４̶

２
２̶

１
２
２
１



上 昇

上 昇上 昇

上 昇上 昇

上 昇上 昇上 昇

上 昇上 昇上 昇

-34.2-59.5 -52.8

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売業、サービス業の４業種
１６５社を対象に、売上額や資金繰りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面し
ている経営上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半期ごとに調
査し、集計値をＤＩ(※)で表している。
本県における今期（１０～１２月期）の５業種全体の業況判断ＤＩは、▲４６.７と依然厳
しい数値ではあるが、前期比、＋１５.３ポイントの大幅な改善を示している。来期（１
～３月期）についても、▲４２.１へ改善の見通しである。

-4.0-24.0 -8.0

-24.0-46.0 -32.0

-51.0-73.7 -70.6

下 降

製造業

建設業

小売業

サービス業

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（35.3％）、生産設備の不足・老朽化（14.7％）、製品（加工）単価の低下、上昇難（14.7％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（35.6％）、消費者ニーズの変化（20.0％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
材料価格の上昇（16.7％）従業員の確保難（16.7％）、熟練技術者の確保難（16.7％) 

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（42.2％）、利用者ニーズの変化（15.6％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

＝ 2020年10月～12月期 実績 ＝

中小企業景況調査

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～ＤＩ

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目について「増加」・「好転」した
などとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする企業割合を差し引いた値のこと。
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ご利用は
一切無料

豊富な
人材情報

きめ細かな
サービス

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http://www.sangyokoyo.or.jp/
甲府市丸の内2-1６-4　丸栄ビル５F

３２年の実績と信頼

経営者の皆様へ　　　　出向・移籍のお手伝いをさせて頂きます　
失業なき労働移動を目指す人材マッチングの専門機関です

当センターの特色・メリット

豊富な
人材情報

ご利用は
一切無料

きめ細かな
サービス

・企業出身の人材をご紹介
・貴社離職予定者の再就職をご支援
・全国ネットでサービスをご提供

令和３年３月１日から
障害者の法定雇用率が引き上げになります
障害に関係なく、希望や能力に応じて、誰もが職業を通じた

社会参加のできる「共生社会」実現の理念の下、すべての事

業主には法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があ

ります。この法定雇用率が、令和３年３月１日から変わります。

対象となる事業主の範囲が、従業員４３.５人以上に広がります

法定雇用率の変更に伴い障害者を雇用しなければならない民間企業の事

業主の範囲が従業員数４５.５人以上から４３.５人以上に変わります。

現在も不本意ながら不安定な仕事に就いているなど

さまざまな課題に直面している就職氷河期世代の

方々に就労体験を通じて、業種・職種に対する理解

を深めていただくことを目的に実施するものです。

実習・体験は、事業所の方が、実際に従事している業

務の一部または全部を体験・見学できるような内容とし

ていただきます。

※本事業は安定就労に向けて職場体験を積んでいただくためのものです。

　実習終了後に受入先事業所に雇用義務が生じるものではありません

詳細は、山梨労働局 /ハローワークまでご連絡ください

山梨労働局職業安定部職業安定課
☎０５５（２２５）２８５７

就職氷河期世代を対象にした
職場実習・体験の受け入れに
ご協力ください

GoToEatキャンペーン山梨
令和３年２月２８日（日）まで
令和３年６月３０日（水）まで

山梨労働局・ハローワーク
よりお知らせ

事業主区分
法定雇用率

現　行 令和３年３月１日以降

民間企業 ２．２％　⇒ ２．３％

国・地方公共団体等 ２．５％　⇒ ２．６％

都道府県等の教育委員会 ２．４％　⇒ ２．５％

食事券
販売期間

食事券
使用期間

期間延長 まだまだ、やまなしをまるごと食べ尽くそう♪

※食事券が各販売所でなくなり次第販売終了となります。
※ただし、新型コロナウイルスの感染状況により期間が変更となる場合があります。

多くの飲食業の皆様のご参加をお待ちしています。
Go To Eat キャンペーンに参加するには、「やまなしグリーン・ゾーン認証」を
取得する必要があります。　■申請締切日/令和３年２月２８日（日）必着

加盟登録いただける飲食店の皆様も
随時募集中！ 取扱飲食店・販売所は

こちらから

このマークが
安心の目印です
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　「にらさき まちゼミ」とは、韮崎市内の店舗や企業の代表

者や従業員が講師となってプロならではの専門的な知識や

情報、コツ等を無料で受講者に伝える少人数制のゼミ。

　今回は、昨年に続き第２弾として１６店舗が参加し、１月

１５日から２月２８日までの期間、延べ６０回以上のゼミを開

催している。コロナ禍の影響から１回あたりの参加上限を３

名までとし、開催回数を増やすことで対応した。また、オンラ

インによる「まちゼミ」も開催され、人との接触を控えている

方でも参加することができる。

　受講者については、日ごろ市内の店舗を利用するお客様が

中心だが、中には初めて訪れる方もいる。そのため店主や従

業員の特徴をより深く知ってもらい、コミュニケーションを

図る場として活用することを目的としている。商業部会を中

心にコロナ禍での開催可否の検討や、開催する場合のコロナ

ウイルス感染予防対策について、幾度となく協議を重ね、万

全な状態での開催に漕ぎつけることができた。受講者には手

指の消毒、検温、マスクの着用を義務付け、講師となる店主に

は店舗内の消毒、換気を徹底する等、細心の注意を図り開催

している。

　まちゼミのメニューは美容・健康をはじめ、お菓子やアク

セサリー作り、まち歩きツアー等内容は様々。

　プロが教える「まゆ毛の描き方講座」を受講された方から

は、「顔の輪郭に合わせた描き方を教えてもらい、日ごろの悩

みが解消した。初めて訪れた店だが、親切に教えてもらって

良かった」と、新たな魅力を発見した喜びの声が聞かれた。

　コロナウイルス感染予

防対策の影響から、不要

不急な外出を控える動き

が浸透する中、店舗の特

徴や商品・サービスを周

知することで、新規顧客

の獲得やリピータの確保

に繋がることを期待して

いる。

得する街のゼミナール「にらさき まちゼミ」

岡崎まちゼミの会 代表松井氏による説明会の様子

富士山静岡空港企業サポータークラブ会員募集
キャッシュバックキャンペーン実施中

キャンペーン期間 2021年１月１日～３月３１日

【お問合せ先】
中部横断自動車道全線開通後※は、甲府から静岡空港まで1時間50分！※令和３年夏ごろ全線開通予定
コンパクトな空港で搭乗手続きもスムーズ！無料駐車場も完備！（一部有料）

《富士山静岡空港の就航先》 令和3年1月現在※最新の運航情報は各航空会社HPをご覧ください。
◆国内線 ： 新千歳、出雲、福岡、北九州、鹿児島、那覇　◆国際線 ： ソウル、台北、上海など

富士山静岡空港企業サポータークラブ会員募集
キャッシュバックキャンペーン実施中

入会の手続きは
こちらから

山梨県内の企
業様へ

お得なお知
らせ！

キャンペーン内容 富士山静岡空港の出張利用で最大10,000円（片道5,000円）をキャッシュバック

韮崎市商工会韮崎市商工会韮崎市商工会韮崎市商工会韮崎市商工会韮崎市商工会

クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報クチコミ情報しあわせ
調査員の

のんきばぁーば

手打麺を使った自慢の焼きほうとう 手軽に食べられるレトルト商品

ばぁーばとお店のみなさん

動画紹介
住　所：〒４０５-００１８ 山梨市上神内川８４６-１
T  E  L：０５５３-８８-９１５１
営業時間：１１：００～２２：００（LO.２１：３０）
定休日：第２木曜日
htt p s : //facebook.com/nonkibaaba　

　今回おじゃましたのは、山梨市の県道３０３号線沿い山梨税務
署前にある地元で評判の『のんきばぁーば』さんです。
　ばぁーばの笑顔ののれんが一際目をひくお店は、昭和４７年
ラーメン屋「のんき食堂」からスタートし、常連さんに手打ち
ほうとうを振舞ったのをきっかけに山梨市駅前にほうとう屋を
オープン。平成２７年に現在の地に移転してからも、こだわりの
手打ちほうとうは今もずっと変わることなく、観光客や地元の
人が集まる人気の飲食店です。
　イチオシ☆は「一泊ほうとう」。作って一晩寝かせたもちもち
の麺に味噌がよくからみ、食べ始めたら箸がとまりません。
　さらにほうとうの食感が活きた「焼きほうとう」、「ほうとう

グラタン」、「ほうとうコ
ロッケ」など、馴染みのソ

ウルフードの新しい形に味も見た目も楽しめます。
　他にも、なつかしの「うす焼き」や、大人も子供も大好きな「でっ
かいから揚げ」。大きさに驚きつつ、ひと口ごとにふっくらジュー
シーな味わいに、あっという間の完食間違いなし！
　ばぁーばの気さくな人柄に包まれ、明るい店内と窓から眺め
る枯山水の庭に日ごろの疲れも癒されます。
　全品テイクアウトも◎。
レトルト版「一泊ほうと
う」もあり、ご自宅で楽
しむことも出来ます。や
まなしグリーンゾーン認
証を受けた店内で安心し
てお食事いただけます。
ぜひ一度訪れてみてくだ
さい。　　（調査員Ｏ＆Ａ）
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